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〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

○
議
案
第
六
十
号
、
議
案
第
六
十

一
号
、
議
案
第
六
十
六
号

上
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
経
費
の
削
減
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

○
議
案
第
六
十
五
号
、
議
案
第
六

十
七
号
、
議
案
第
七
十
一
号

○
議
案
第
五
十
八
号　

平
成
十
七

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

・
質
疑　

平
成
十
六
年
度
に
発
足

し
た
、
特
別
徴
収
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
、
今
年
度
の
取
り
組

み
状
況
と
今
後
の
課
題
及
び
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

・
答
弁　
（
助
役
）

　

平
成
十
七
年
度
は
新
規
事
業
と

し
て
、
国
税
職
員
Ｏ
Ｂ
の
雇
用
及

び
県
税
職
員
の
派
遣
受
け
入
れ
に

よ
る
滞
納
整
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習

得
、
市
の
管
理
職
職
員
に
よ
る
口

座
振
替
加
入
依
頼
の
実
施
、
個
人

住
民
税
の
県
へ
の
直
接
徴
収
委
託

等
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
税
の
公
平
性
を
図
る
た

め
、
担
税
力
の
あ
る
未
納
者
へ
の

徴
収
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

○
議
案
第
五
十
八
号　

平
成
十
七

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

・
質
疑　

農
林
公
園
へ
派
遣
し
て

い
る
市
職
員
の
経
費
等
は
、
農
林

公
園
が
あ
る
限
り
続
け
て
い
く
の

か
ど
う
か
を
伺
う
。

・
答
弁　
（
経
済
環
境
部
長
）

　

農
林
公
園
は
、
都
市
型
農
業
の

創
造
に
寄
与
す
る
拠
点
施
設
と
し

て
国
・
県
の
補
助
、
Ｊ
Ａ
・
商
工

会
等
の
出
資
を
受
け
て
設
立
し
た

も
の
で
あ
る
。
年
間
三
十
万
人
が

訪
れ
る
こ
の
施
設
は
、
人
々
が
憩

い
、
癒
し
、
家
族
団
欒
を
醸
成
す

る
場
所
で
あ
り
、
適
正
な
管
理
運

営
の
た
め
に
は
、
関
係
経
費
の
計

○
議
案
第
六
十
七
号　

平
成
十
八

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

・
質
疑　

市
内
循
環
バ
ス
運
行
委

託
料
に
つ
い
て
、
今
回
補
正
予
算

計
上
に
至
っ
た
経
緯
を
伺
い
た
い
。

・
答
弁　
（
市
民
福
祉
部
長
）

　

市
内
循
環
バ
ス
は
、
三
月
定
例

会
で
九
月
末
ま
で
実
施
し
、
以
降

は
代
替
案
に
つ
い
て
検
討
し
た
う

え
で
対
応
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
検
討
委
員
会
で
協
議

を
重
ね
、
ま
た
、
利
用
者
の
実
態

調
査
も
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
高
齢
者
の
通
院
や

買
い
物
等
日
常
生
活
に
関
わ
る
利

用
が
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
従
来
の
バ
ス
を
小
型
化

し
た
う
え
で
「
福
祉
バ
ス
」
と
し

て
、
新
た
に
実
施
す
べ
き
と
考
え
、

今
回
補
正
予
算
と
し
て
計
上
し
た

も
の
で
あ
る
。
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議
案
に
対
す
る
質
疑

落
合
信
夫
議
員

齋
藤　

隆
議
員

藤
倉
宗
義
議
員

島
村　

勉
議
員

○
議
案
第
五
十
八
号　

平
成
十
七

年
度
羽
生
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

・
質
疑　

三
位
一
体
の
改
革
の
影

響
が
、
決
算
の
様
々
な
部
分
に
現

れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
近
隣
市
と

比
較
し
て
教
育
費
が
極
め
て
低
い
。

ど
う
考
え
る
か
。

・
答
弁　
（
企
画
財
政
部
長
）

　

市
民
１
人
当
た
り
の
教
育
費
の

格
差
は
、
ま
ず
大
規
模
な
学
校
建

設
費
な
ど
の
臨
時
的
特
殊
要
因
を

除
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
差
し

引
い
た
場
合
、
羽
生
市
と
加
須
市

は
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
行
田
市
は
三

千
円
程
上
回
る
。

　

し
か
し
こ
れ
は
施
設
数
の
多
さ

か
ら
来
る
維
持
管
理
費
用
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
将
来
を
担
う

子
ど
も
に
、
よ
り
多
く
の
予
算
配

分
が
で
き
る
よ
う
今
後
も
十
分
に

配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
疑
〉

○
議
案
第
六
十
七
号

▽
市
長
提
出
議
案

◎
九
月
六
日　

原
案
可
決

議
案
第
八
十
三
号　

埼
玉
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

び
同
組
合
の
規
約
変
更
に
つ
い

て
◎
九
月
二
十
七
日　

認
定
・
原
案

可
決
・
同
意

議
案
第
五
十
八
号　

平
成
十
七
年

度
羽
生
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算

議
案
第
五
十
九
号　

平
成
十
七
年

度
羽
生
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算

議
案
第
六
十
号　

平
成
十
七
年
度

羽
生
都
市
計
画
事
業
南
羽
生
土

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

議
案
第
六
十
一
号　

平
成
十
七
年

度
羽
生
都
市
計
画
下
水
道
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

議
案
第
六
十
二
号　

平
成
十
七
年

度
羽
生
市
中
小
企
業
従
業
員
退

職
金
等
共
済
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

議
案
第
六
十
三
号　

平
成
十
七
年

度
羽
生
市
住
宅
資
金
貸
付
事
業

　
審
議
案
件
と

そ
の
結
果　

    　
 
（
九
月
定
例
市
議
会
）


